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 (1) R&D の成功要因研究 

















らかにされている。Cooper らは続く New ProdⅡ（Cooper & Kleinschmidt, 1987）
でも生産財の成功 123 例、失敗 80 例を対象に再検証を行い、「市場潜在力」や「製
品優位性」、「市場関連活動」、「マーケティング・シナジー」など ProdⅠとほぼ類
似の項目を成否を分かつ要因として明らかにしている。 









(2) R&D リーダーの研究 
本節では、R&D 組織とリーダーシップとの関係、リーダー持つ権限(power)や
ビジョン、リーダーに必要とされる資質について議論していくことにする。まず、
最初の 2 点に関して言及している研究はいくつかある (Clark & Fujimoto,1991; 
Katz & Allen,1985; 楠木建, 1998) 。 



























Barczak & Wilemon(1989)は、米国電機産業で成功した 10 の製品開発プロジ






また、Barczak & Wilemon(1991)は、Barczak & Wilemon(1989)をさらに発展
させて、製品開発プロジェクト・チームのリーダーとコミュニケーションのパタ
































































である（図表 1 参照）。 
 R&D 継続調査の送付先は 645 件（うち有効回答 616 件、うち継続 486 件、継
続中止 130 件）、上市調査の送付先は 333 件（うち有効回答 330 件、うち上市 165




























 まず、R&D 継続に関しては、Yes（継続）=1、No（中止）=0 で測定、上市に









すなわち「週 1 回以上」（年 48 回）、「月 1 回以上」（年 12 回）、「3 ヶ月に 1 回以
上」（年 4 回）、「半年に 1 回以上」（年 2 回）、「1 年に 1 回以上」（年 1 回）、「ほ







 図表 3 及び図表 4 は「R&D 継続調査」及び「上市調査」における R&D リーダ
ーのタイプ別リーダーシップに関する平均値の差の検定（t 検定）の結果をそれ
ぞれ示したものである。図表 3 より、社内リーダーがリーダーシップを発揮する
ほど、R&D を継続する傾向にあることが分かる。また、NEDO の PL がリーダ
ーシップを発揮するほど、R&D を中止する傾向にあることも見て取れる(1)。 






H23-H25 継続 継続中止 計 
R&D 継続調査 486 130 616 
H23-H25 上市 上市中止 計 
上市調査 165 165 330 
6
  
リーダーのタイプ R&D 継続 度数 平均値 標準偏差 
社内リーダー 継続 399 .8622** .84386 
中止 107 .5514 .81534 
外部有識者 継続 399 .1779 .50715 
中止 107 .1776 .56323 
NEDOPL 継続 399 .6967* .80872 
中止 107 .9346 .93437 
NEDO 担当者 継続 399 .0602 .24839 
中止 107 .0280 .16586 
* p<0.05,  ** p<0.01 








































リーダーのタイプ 上市 度数 平均値 標準偏差 
社内リーダー 上市 145 .8069 .82745 
中止 145 .8483 .86064 
外部有識者 上市 145 .2138 .55511 
中止 145 .1448 .45612 
NEDOPL 上市 145 .6759 .82397 
中止 145 .7517 .85416 
NEDO 担当者 上市 145 .0345 .18310 
中止 145 .0621 .29394 
* p<0.05,  ** p<0.01 
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 (2) コミュニケーション・パターン 
 図表 5 及び図表 6 は「R&D 継続調査」及び「上市調査」におけるコミュニケ
ーション・パターンに関する平均値の差の検定（t 検定）の結果をそれぞれ示し
たものである。図表 5 より、社内他研究部門、社内事業部、NEDO 担当者、顧客
とのコミュニケーション頻度が多いほど、R&D を継続する傾向にあることが見
て取れる。特に、社内他研究部門や顧客とのコミュニケーションについては、前
者が年 11 回程度、後者が年 3 回程度と、いずれも R&D 継続企業の方が中止企業




とする一連先行研究とも整合的である（Katz & Tushman, 1979; Allen et al., 
1980; Hirst & Mann, 2004）。特に、顧客とのコミュニケーションに関しては、
Myers & Marquis(1969)の「コンセプトのアイデア源は社外にある」との指摘か
らも示唆されるように、その重要性が伺える。 
 一方、図表 6 より、社内事業部、顧客とのコミュニケーション頻度が多いほど、
上市する傾向にあることが分かる。社内事業部については年 13 回程度、顧客に
ついて年 5 回程度と、いずれも継続企業の方が中止企業に比べて、その頻度がそ
れぞれ 2 倍程度の差が見られる。R&D を上市に導くには事業部との連携、顧客
からの情報収集が有効となる可能性が高い(3)。 
これに対して、技術サービス段階においては、マーケティング部門とのコミュ
ニケーションが有効でないとする先行研究もある（Allen et al., 1980)。なお、R&D
継続に有効であった NEDO 担当者とのコミュケーション頻度が上市に影響しな
いのは、上市調査が NEDO プロジェクト終了後に行われているためである。 
 
図表 5 コミュニケーション・パターンに関する平均値の差の検定(t 検定)：R&D
継続調査 
打ち合わせ対象 R&D 継続 度数 平均値 標準偏差 
社内他研究部 継続 465 11.0688** 14.37504 
中止 123 6.9024 10.62198 
社内事業部 継続 466 9.8476* 14.82356 
中止 125 7.2640 12.29093 
NEDOPL 継続 460 7.4565 10.79943 
中止 123 8.6179 12.52703 
NEDO 担当者 継続 459 4.4357* 6.23185 
中止 122 3.0492 5.18876 
顧客 継続 461 2.7787** 6.67888 
中止 121 1.2479 2.93337 
他機関 継続 464 9.1336 10.23733 
中止 123 9.1951 11.18302 





 (3) 経営層及び事業部の関与 
 図表 7 及び図表 8 は「R&D 継続調査」及び「上市調査」における経営層及び
事業部の関与に関する相関分析の結果をそれぞれ示したものである。図表 7 及び











打ち合わせ対象 上市 度数 平均値 標準偏差 
社内他研究部 上市 139 14.129 16.5988 
中止 145 12.069 15.5616 
社内事業部 上市 142 13.359** 15.6134 
中止 147 7.558 13.3889 
NEDOPL 上市 140 8.736 12.3309 
中止 145 10.793 14.2794 
NEDO 担当者 上市 143 5.105 6.4554 
中止 143 4.469 5.4383 
顧客 上市 137 5.153* 9.4549 
中止 144 2.896 6.5449 
他機関 上市 135 10.778 12.5184 
中止 144 12.347 12.8995 
* p<0.05,  ** p<0.01 
 R&D 継続 経営層関与 事業部関与 
Kendall のタウ b R&D 継続 相関係数 － .096* .128** 
度数  593 590 
経営層関与 相関係数  － .267** 
度数   587 
事業部関与 相関係数   － 
度数    







本稿では、NEDO の R&D プロジェクトのアンケート・データを用いて、効果






















28 年度採択）」および JSPS 科研費 17K03956 の研究成果の一部である。 
 
 上市 経営層関与 事業部関与 
Kendall のタウ
b 
上市 相関係数 － .115* .209** 
度数  284 272 
経営層関与 相関係数  － .253** 
度数   263 
事業部関与 相関係数   － 
度数    








(3) 社内他研究部門や他機関とのコミュニケーションについては、前者が上市：年 14 回
程度、中止：12 回程度、後者が上市：年 11 回程度、中止：年 12 回程度といずれも
頻度が多いにもかかわらず、上市・中止の間で統計的に有意な差は見られなかった。 
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